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域
別
の
将
来
推
計
人
口
が
ま
と
め
ら

れ
た
。全
国
推
計
人
口（
2
0
1
2
年

1
月
）よ
り
身
近
な「
わ
が
県
」「
わ
が
街
」の
近

未
来
は
、い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
。（
以
下
は

2
0
1
3
年
3
月
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
・
中
位
推
計
。原
発
事
故
の
影
響
が
予

測
不
能
の
福
島
県
の
市
町
村
を
除
く
）

東
京
23
区
で

人
口
維
持
は
6
区
の
み

　

総
人
口
は
2
0
4
8
年
に
は
1
億
人
の
大

台
を
割
り
込
む
と
推
定
さ
れ
る
。当
然
な
が
ら

2
0
1
5
年
か
ら
2
0
2
0
年
に
か
け
て
早

く
も
沖
縄
以
外
の
46
都
道
府
県
で
人
口
は
減
少

し
て
い
く
。

　

も
っ
と
身
近
な
市
町
村
別
に
み
る
と
、
人

口
5
千
人
未
満
の
自
治
体
が
2
0
1
0
年
の

2
2
6（
総
数
の
13
・
4
％
）か
ら
2
0
4
0
年

の
3
7
0（
同
22
・
0
％
）へ
1
・
6
倍
増
に
な

る
。

　
“
極
小
自
治
体
”の
代
表
は
離
島
の
東
京
都

青
ヶ
島
村（
2
0
1
人
→
1
5
9
人
）や
沖
縄

県
の
渡
名
喜
村（
4
5
2
人
→
3
3
7
人
）、

内
陸
部
で
も
高
知
県
の
大
川
村（
4
1
1
人

→
2
0
6
人
）、奈
良
県
の
北
山
村（
4
8
6
人

→
2
6
3
人
）な
ど
。

　

大
都
市
部
も
無
縁
で
は
な
い
。2
0
1
0
年

に
比
べ
2
0
4
0
年
で
人
口
が
や
や
増
え
る
の

は
東
京
23
区
で
さ
え
中
央
、港
、新
宿
、墨
田
、江

東
、練
馬
の
6
区
、大
阪
府
で
24
区
の
う
ち
4
区
、

名
古
屋
市
で
も
16
区
の
う
ち
2
区
に
と
ど
ま
る
。

　

同
様
に
札
幌
市
で
10
区
の
う
ち
1
区
、仙
台

市
で
5
区
の
う
ち
2
区
、横
浜
市
で
18
区
の
う

ち
4
区
、神
戸
市
９
区
の
う
ち
１
区
、福
岡
市
で

7
区
の
う
ち
1
区
な
ど
と
人
口
の
維
持
も
ま
ま

な
ら
な
い
。

　

人
口
激
減
の
代
表
例
は
市
の
財
政
が
破
た

ん
し
た
北
海
道
・
夕
張
市（
1
0
9
2
2
人

→
3
8
8
3
人
）を
初
め
、高
知
県
・
室
戸
市

（
1
5
2
1
0
人
→
5
9
4
0
人
）、山
梨
県
・
早

川
町（
1
2
4
6
人
→
4
5
9
人
）、群
馬
県
・
南

牧
村（
2
4
2
3
人
→
7
0
2
人
）な
ど
。い
ず

れ
も
2
0
1
0
年
に
比
べ
6
～
7
割
も
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。

　

住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ
る
の
は
つ
ら
い
こ

と
だ
が
、集
落
・
自
治
体
の
集
約
化
や
、街
の
中

心
部
に
都
市
機
能
を
集
中
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
化
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

住
民
の
２
人
に
１
人
が

75
歳
以
上
も

　

日
本
全
体
の
高
齢
化
率（
総
人
口
に
占
め
る

地
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全　国 13.1％
沖縄県 17.7%　
滋賀県 15.0%
佐賀県 14.5%
愛知県 14.4%
宮崎県 14.0%
　　　　
徳島県 12.3%
高知県 12.1%
北海道 11.9%　
秋田県 11.4%
東京都　 11.3%

全　国 10.0％
沖縄県　　13.9%
滋賀県　　11.7%
佐賀県　　11.6%
宮崎県　　11.4%
愛知県　　11.3%

徳島県　　9.2%
東京都　　8.6%
青森県　　8.6%
北海道　　8.4%
秋田県　　8.3%

 
 1
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2010年　　　　 　　2040年

厚労省・人口動態統計から作成
（同率の場合の順位は二木立氏による小数点以下3桁の判定を引用）

０～ 14歳人口の割合・都道府県順位

65
歳
以
上
の
割
合
）は
2
0
1
0
年
の
23
・
0
％

か
ら
25
年
の
30
・
3
％
を
経
て
2
0
4
0
年
に

は
36
・
1
％
へ
。

　

都
道
府
県
で
最
も
高
く
な
る
の
は
秋
田（
43
・

8
％
）、次
い
で
青
森（
41
・
5
％
）、高
知（
40
・

9
％
）、北
海
道（
40
・
7
％
）と
徳
島（
40
・
2
％
）

も
4
割
を
超
す
。

　

い
ま
日
本
で
2
番
目
に
若
い
千
葉
県
浦
安

市
で
も
高
齢
化
率
は
11
・
7
％
か
ら
2
0
4
0

年
に
は
25
・
6
％
へ（
ち
な
み
に
1
番
の
東
京
都

青
ヶ
島
村
も
9
・
2
％
か
ら
29
・
7
％
へ
）。

　

65
歳
以
上
が
住
民
の
半
数
に
達
す
る
と「
限

界
集
落
」と
呼
ば
れ
る
が
、2
0
4
0
年
に
は
自

治
体
ぐ
る
み
で
75
歳
以
上
の
住
民
が
半
数
を
超

す
群
馬
県
・
南
牧
村（
後
期
高
齢
化
率
53
・
4
％
）、

同
・
神
流
町（
同
52
・
2
％
）が
現
れ
る
。こ
の
後

期
高
齢
化
率
で
4
割
～
5
割
未
満
も
全
国
で
26

町
村
を
数
え
る
見
通
し
。そ
の
中
に
は
東
京
郊

外
の
檜
原
村（
42
・
6
％
）や
桜
の
名
所
・
奈
良
県

東
吉
野
村（
46
・
7
％
）な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

た
だ
し
65
～
74
歳
の
前
期
高
齢
者
群
は

2
0
1
6
年
の
1
7
6
1
万
人
が
ピ
ー
ク
で
、

そ
の
後
は
逓
減
し
て
い
く
。狙
い
を
と
く
に
都

市
部
で
急
増
す
る
75
歳
以
上
に
絞
る
対
策
が
い

る
。病
院
・
施
設
の
建
設
に
巨
費
を
投
じ
る
の
で

は
な
く
、2
0
2
5
年
を
目
途
に
す
る「
地
域
包

括
ケ
ア
」の
構
築
、つ
ま
り
医
療
・
介
護
連
携
に

よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い
だ
。

未
来
を
変
え
る

「
子
育
て
支
援
」

　

も
っ
と
も
気
が
か
り
な
の
は
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
激
減
で
あ
る
。2
0
1
0
年
対
比

で
子
ど
も
が
や
や
増
え
る
の
は
京
都
府
木
津
川

市
、福
岡
県
粕
屋
町
、沖
縄
県
豊
見
城
市
な
ど
９

自
治
体
の
み
。

　

2
0
3
5
年
ま
で
に
全
都
道
府
県
で
総
人
口

に
占
め
る
15
歳
未
満
人
口
は
低
下
し
て
い
く
。

出
生
率
の
高
い
沖
縄
県
で
も
2
0
1
0
年
の

17
・
7
％
、2
0
2
5
年
の
15
・
0
％
、2
0
4
0

年
の
13
・
9
％
と
推
移
し
、出
生
率

の
低
い
秋
田
県
で
は
同
様
に
11
・

4
％
、9
・
0
％
、8
・
3
％
と
さ
ら

に
落
ち
込
む（
表
参
照
）。

　

言
う
ま
で
も
な
く
長
命
化
と
少

子
化
の
同
時
進
行
で
高
齢
化
は
深

ま
る
。変
更
可
能
な
の
は
、出
生
率

で
あ
り
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
・

条
件
を
整
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
、

こ
の
国
と
自
治
体
の
サ
バ
イ
バ
ル

が
か
か
っ
て
い
る
。

　

O
E
C
D（
経
済
開
発
協
力
機
構
）

は「
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ト
ロ
ン

グ
」（
人
生
の
始
ま
り
こ
そ
力
強
く
）を
提
唱
し
、

保
育
所
の
抜
本
的
整
備
、児
童
手
当
充
実
な
ど

の
子
育
て
支
援
が
日
本
に
と
っ
て
最
も
U
タ
ー

ン
が
大
き
い
と
、助
言
し
て
い
る
。

　

列
島
を
全
面
的
に
塗
り
替
え
て
い
く「
人
口

マ
ッ
プ
」を
み
れ
ば
、何
を
優
先
す
べ
き
か
、だ

れ
に
で
も
分
か
る
。「
異
次
元
の
政
策
」（
黒
田
東

彦
・
日
銀
総
裁
）の
必
要
性
と
緊
急
性
は
金
融
分

野
だ
け
で
は
な
い
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）「
福
祉
マ
ガ

ジ
ン
」編
集
長（
毎
月
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放
映
）や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。


